
大
鳥
圭
介
関
係
史
料
に
つ
い
て

長
佐
古
　
美
奈
子

大鳥圭介関係史料について

大
鳥
圭
介
関
係
史
料
受
入
の
経
緯

　
大
鳥
圭
介
関
係
史
料
は
平
成
六
年
度
（
一
九
九
四
）
に
大
鳥
圭
介
の
孫
に
あ
た
る
大

鳥
蘭
三
郎
氏
（
元
慶
応
大
学
医
学
部
教
授
）
よ
り
、
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
当
館
の
助
手
で
あ
っ
た
桑
尾
光
太
郎
氏
（
現
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
に
よ
れ
ば
、

寄
贈
の
経
緯
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
「
大
鳥
圭
介
の
孫
に
あ
た
る
蘭
三
郎
氏
が
、
圭
介
の
伝
記
を
執
筆
し
よ
う
と
し
て
蒐

集
し
た
史
料
。
大
鳥
家
か
ら
散
逸
し
た
史
料
を
、
蘭
三
郎
氏
が
再
び
買
い
戻
し
た
。
と

こ
ろ
が
蘭
三
郎
氏
が
病
気
と
な
っ
た
た
め
、
明
徳
出
版
の
村
田
一
夫
氏
を
通
じ
て
史
料

の
寄
贈
先
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
村
田
氏
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
学
習
院
女

子
短
期
大
学
高
橋
新
太
郎
教
授
（
元
当
館
客
員
研
究
員
）
の
も
と
に
打
診
が
あ
り
、
圭

介
が
院
長
を
つ
と
め
た
学
習
院
な
ら
ば
、
寄
贈
先
と
し
て
適
当
と
蘭
三
郎
氏
が
判
断
し
、

平
成
七
年
三
月
末
に
書
類
交
換
が
行
わ
れ
、
当
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
」

　
そ
の
後
、
当
館
の
整
理
・
調
査
担
当
者
が
何
度
も
交
替
し
、
本
目
録
の
完
成
、
史
料

の
内
容
に
関
す
る
調
査
、
翻
刻
な
ど
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
一
五
年
余
り
が
経
過
し
て
し

ま
っ
た
。

　
こ
の
間
、
『
幕
末
・
明
治
の
古
写
真
』
（
平
成
一
七
年
発
行
）
に
「
男
爵
大
鳥
圭
介
史

料
（
大
鳥
圭
介
葬
儀
写
真
）
」
を
、
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
タ
ー
』
恥
1
3
（
平
成
二
二
年
五

月
発
行
）
に
「
函
館
大
戦
争
之
図
」
を
『
明
治
の
視
覚
革
命
1
ー
工
部
美
術
学
校
と
学

習
院
』
（
平
成
二
三
年
四
月
発
行
）
に
「
大
鳥
圭
介
写
真
」
を
掲
載
し
た
。

　
ま
た
大
鳥
圭
介
の
出
身
地
で
あ
る
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
発
行
の
『
上
郡
の
古
文
書

大
鳥
圭
介
書
簡
集
』
（
平
成
一
〇
年
）
に
書
簡
の
一
部
を
掲
載
、
大
鳥
圭
介
の
妹
於
勝

の
子
孫
に
あ
た
る
福
本
龍
氏
が
『
わ
れ
徒
死
せ
ず
』
（
平
成
一
六
年
　
国
書
刊
行
会
）
、
『
明

治
五
年
・
六
年
大
鳥
圭
介
の
英
・
米
産
業
視
察
日
記
』
（
平
成
一
九
年
　
国
書
刊
行
会
）

に
日
記
を
掲
載
な
ど
、
ゆ
か
り
の
深
い
と
こ
ろ
に
は
未
整
理
の
状
態
で
史
料
を
利
用
し

て
い
た
だ
い
た
が
、
各
所
よ
り
の
多
く
の
問
い
合
わ
せ
に
は
応
え
ら
れ
ず
に
い
た
こ
と

を
、
ま
ず
深
謝
し
た
い
。

　
今
年
度
よ
り
、
昭
和
会
館
委
託
研
究
「
男
爵
叙
爵
の
系
統
別
研
究
」
の
成
果
の
一
部

と
し
て
「
大
鳥
圭
介
関
係
史
料
」
を
三
年
間
に
わ
た
り
順
次
掲
載
発
表
す
る
。

　
今
年
度
は
書
簡
翻
刻
（
明
治
二
九
年
か
ら
三
〇
年
部
分
）
、
「
南
桐
紀
行
」
の
翻
刻

（
慶
応
四
年
四
月
・
閏
四
月
部
分
）
を
掲
載
す
る
。
大
鳥
圭
介
関
係
史
料
の
全
目
録
に

つ
い
て
は
三
年
後
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

大
鳥
圭
介
の
事
績
と
当
館
所
蔵
史
料
の
連
関
に
つ
い
て

　
大
鳥
圭
介
の
事
績
に
つ
い
て
は
大
鳥
圭
介
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
［
大
鳥
家
系
図
・
大

鳥
家
譜
］
を
基
に
記
述
し
た
。
そ
の
た
め
従
来
知
ら
れ
て
い
る
年
号
と
相
違
が
あ
る
場

合
が
あ
る
。
当
該
史
料
の
記
述
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
一
一
日
で
終
わ
っ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
以
降
、
な
ら
び
に
不
明
部
分
は
「
大
鳥
蘭
三
郎
祖
父
圭
介
の
自
伝
に

就
い
て
」
（
『
日
本
医
事
新
報
』
八
六
五
　
昭
和
一
四
年
）
福
本
龍
『
わ
れ
徒
死
せ
ず
』
（
平

成
一
六
年
　
国
書
刊
行
会
）
『
明
治
五
年
・
六
年
大
鳥
圭
介
の
英
・
米
産
業
視
察
日
記
』
（
平

成
一
九
年
　
国
書
刊
行
会
）
を
参
考
と
し
て
記
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
対

応
す
る
当
館
所
蔵
史
料
を
［
］
で
示
し
た
。
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［幕臣時の大鳥圭介写真（複製）］

け
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
は
数
え
一
四
歳
で
岡
山
藩
校
閑
谷
学
校
に
入
学
。

校
で
漢
学
、
儒
学
な
ど
を
学
ぶ
。
こ
の
頃
は
医
家
を
継
ぐ
こ
と
よ
り
儒
家
を
目
指
し
て

い
た
が
、
父
の
希
望
に
よ
り
卒
業
後
は
赤
穂
の
蘭
方
医
中
島
意
庵
の
も
と
で
医
学
を
学

ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
初
め
て
解
体
新
書
な
ど
を
目
に
し
、
西
洋
医
学
の
先
端
性

に
ふ
れ
る
。

　
嘉
永
五
年
二
八
五
二
）
大
坂
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
で
蘭
学
と
西
洋
医
学
を
学
ん
だ

後
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
江
戸
に
出
、
蘭
方
医
坪
井
信
道
の
女
婿
大
木
忠
益
開
催

の
坪
井
塾
で
塾
頭
と
な
る
。
坪
井
塾
に
は
多
く
の
物
理
学
、
西
洋
式
兵
学
な
ど
の
原
書

が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
接
し
た
大
鳥
の
関
心
は
医
学
よ
り
軍
学
、
工
学
に
移
る
よ
う
に
な
っ

た
。
［
地
球
儀
用
法
］
の
一
丁
目
に
は
挟
込
の
丁
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
此
書
ハ
和
蘭

人
某
ノ
原
著
ニ
テ
安
政
四
年
余
力
二
十
六
歳
ノ
頃
飯
倉
四
辻
伊
勢
屋
宇
兵
衛
ノ
嘱
二
応

シ
テ
翻
訳
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
伊
勢
屋
ハ
煙
草
商
ナ
リ
シ
カ
維
新
後
間
モ
ナ
ク
断
絶
シ
テ
今

ハ
跡
ヲ
留
メ
ス
四
十
年
前
ノ
事
ナ
レ
ハ
余
モ
亦
幾
ト
其
挙
ア
リ
シ
ヲ
失
忘
セ
シ
ニ
此
頃

宇
兵
衛
末
子
杉
本
某
之
ヲ
原
本
ト
共
二
携
来
リ
テ
一
覧
セ
シ
ム
余
執
リ
テ
反
覆
校
閲
懐

旧
ノ
感
二
勝
エ
ス
乃
一
本
ヲ
謄
写
シ
テ
存
蔵
ス
但
余
力
壮
年
ノ
時
前
後
蘭
英
佛
等
ノ
書

ヲ
訳
セ
シ
モ
ノ
実
二
勘
カ
ラ
ス
本
書
ハ
其
最
初
二
成
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
当
時
余
ハ
芝
浜

松
町
一
丁
目
大
木
忠
益
氏
　
即
其
後
改
名
セ
ラ
レ
シ
坪
井
芳
洲
先
生
今
ノ
次
郎
子
ノ
実
父
　
ノ
塾
二
在

リ
テ
従
事
セ
シ
ナ
リ
　
干
皆
明
治
二
十
九
年
五
月
　
圭
介
手
識
　
印
」
と
あ
り
、
大
鳥

　
大
鳥
圭
介
（
以
下
大

鳥
と
記
す
）
は
天
保
三

年
二
八
三
二
）
、
播

磨
国
赤
穂
郡
細
念
村

（
現
兵
庫
県
赤
穂
郡
上

郡
町
）
の
村
医
師
大
鳥

直
輔
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
幼
名
は
慶
太

郎
。
号
は
如
楓
。
幼
少

期
よ
り
祖
父
大
鳥
純
平

に
漢
学
の
教
え
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
同

が
初
め
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
安
政
四
年
一
一
月
知
人
で
あ
っ
た
服
部
元
彰
の
紹
介
で
尼
崎
藩
に
八
人
扶
持
で
出

仕
。　

安
政
五
年
、
江
川
塾
の
江
川
英
敏
の
推
挙
に
よ
り
、
御
鉄
砲
方
出
役
と
し
て
幕
府
に

出
仕
、
江
川
邸
内
に
移
住
す
る
。
こ
の
時
期
、
自
ら
が
考
案
し
た
日
本
最
初
の
活
字
「
大

鳥
活
字
」
に
よ
る
印
刷
で
『
砲
科
新
編
』
な
ど
を
翻
訳
出
版
し
て
い
る
。
当
館
史
料
に

は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
発
刊
の
［
築
城
典
刑
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
、
原

蔵
は
東
京
大
学
］
［
萬
国
綜
覧
］
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
、
中
浜
万
次
郎
が
江

川
塾
に
英
語
な
ど
の
教
授
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
細
川
潤
次
郎
、
箕
作
貞

一
（
元
甫
）
、
榎
本
釜
次
郎
（
武
揚
）
ら
と
共
に
、
中
浜
万
次
郎
か
ら
英
語
を
学
ぶ
。

安
政
六
年
冬
に
上
郡
に
帰
郷
す
る
。
同
年
、
矢
島
み
ち
と
結
婚
。
そ
の
後
文
久
二
年

（一

ｪ
六
二
）
に
は
徳
島
藩
に
出
仕
す
る
。

　
文
久
四
年
、
陸
軍
取
調
方
出
役
、
開
成
所
教
授
を
兼
務
。
横
浜
に
て
ヘ
ボ
ン
に
英
語

を
学
ぶ
。
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
［
山
砲
演
武
］
を
出
版
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
六
）

長
男
富
士
太
郎
誕
生
。

　
慶
応
二
年
富
士
見
御
宝
蔵
番
格
と
し
て
正
式
に
幕
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
る
。
俸
禄
は

五
〇
俵
三
人
扶
持
、
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
ブ
リ
ュ
ネ
と
と
も
に
幕
府
陸
軍
（
伝
習

隊
）
の
調
練
に
あ
た
っ
た
。
［
蘭
人
直
伝
軍
鼓
譜
点
］
は
こ
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
歩
兵
差
図
役
頭
取
勤
方
を
命
ぜ
ら
れ
、
慶
応
四
年
一
月
歩
兵
頭
、
三
千
石
取
と

な
る
。

　
慶
応
四
年
一
月
一
三
日
、
大
坂
よ
り
帰
還
し
た
将
軍
徳
川
慶
喜
と
江
戸
城
に
て
面
謁
し
、

交
戦
継
続
を
強
硬
に
主
張
す
る
。
二
月
二
八
日
歩
兵
奉
行
に
昇
進
。
同
時
期
、
家
族
を
江

戸
か
ら
下
総
佐
倉
へ
脱
出
さ
せ
る
。
四
月
二
日
江
戸
開
城
と
同
日
江
戸
を
脱
走
。
本
所
、

市
川
を
経
て
、
伝
習
隊
を
率
い
て
小
山
、
宇
都
宮
、
今
市
、
藤
原
、
会
津
を
転
戦
す
る
（
こ

の
間
の
動
向
に
つ
い
て
は
二
五
頁
よ
り
の
「
南
何
紀
行
」
翻
刻
に
て
詳
細
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
）
。
仙
台
に
て
榎
本
武
揚
、
ブ
リ
ュ
ネ
と
合
流
し
て
蝦
夷
に
渡
り
、
箱
館
で
は
「
陸

軍
奉
行
」
と
称
す
る
。
箱
館
戦
争
で
は
土
方
歳
三
、
荒
井
郁
之
助
、
松
平
太
郎
な
ど
と
共

に
戦
っ
た
。
明
治
期
の
作
品
と
な
る
が
　
［
函
館
大
戦
争
之
図
（
三
枚
一
組
錦
絵
）
］
に
は

そ
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
徐
々
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
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大鳥圭介関係史料について

五
月
一
八
日
五
稜
郭
で
降
伏
し
た
の
ち
、
東
京
へ
護
送
さ
れ
、
幕
臣
時
代
に
自
ら
設
計
し

た
牢
で
あ
る
軍
務
局
糺
間
所
へ
投
獄
さ
れ
た
。
そ
こ
で
二
年
半
の
牢
生
活
を
送
る
。
こ
の

江
戸
脱
走
か
ら
箱
館
戦
争
敗
戦
、
獄
中
生
活
に
つ
い
て
綴
っ
た
も
の
が
［
南
何
紀
行
］
［
流

落
日
記
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
、
原
蔵
国
会
図
書
館
）
］
で
あ
る
。

　
明
治
五
年
一
月
八
日
に
黒
田
清
隆
の
願
い
に
よ
り
特
赦
出
獄
、
直
後
よ
り
黒
田
が
次

官
を
つ
と
め
る
開
拓
使
の
五
等
出
仕
と
し
て
明
治
政
府
に
採
用
さ
れ
、
翌
月
に
は
大
蔵

少
輔
吉
田
清
成
の
外
債
募
集
の
随
行
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
さ
れ

る
。
同
地
で
石
炭
、
石
油
な
ど
に
関
す
る
調
査
検
分
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
間
の
日
記

は
当
館
収
蔵
で
あ
る
。
［
（
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
滞
在
記
録
）
明
治
五
年
八
月
二
三
日

～
翌
年
一
〇
月
一
四
日
］
イ
ギ
リ
ス
に
て
岩
倉
使
節
団
と
し
て
に
滞
在
し
て
い
た
伊
藤

博
文
、
山
尾
庸
三
と
知
り
合
う
。

　
明
治
七
年
帰
国
。
北
海
道
開
拓
使
五
等
出
仕
専
任
と
な
り
、
北
海
道
出
張
を
命
じ
ら

れ
、
ホ
ロ
ム
井
石
炭
山
実
地
検
査
開
採
方
取
調
に
あ
た
っ
た
。
こ
こ
で
の
調
査
内
容
を

ま
と
め
た
も
の
が
［
石
炭
編
］
［
山
油
編
］
［
木
酷
編
］
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
一
三

年
に
開
拓
使
よ
り
「
石
炭
編
」
「
山
油
編
」
「
酢
酸
編
」
「
阿
膠
編
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
明
治
八
年
一
月
、
西
洋
近
代
産
業
を
知
る
人
材
と
し
て
工
部
省
入
り
し
、
川
路
聖
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
　
し

の
孫
、
川
路
寛
堂
と
と
も
に
遙
羅
（
現
在
の
タ
イ
）
へ
赴
い
て
い
る
。
そ
の
時
の
記
録
は
［
逞

羅
紀
行
］
［
逞
羅
紀
行
図
］
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
帰
国
後
、
工
学
権
頭
兼
製
作
頭

就
任
。
内
務
省
勧
業
寮
四
等
出
仕
。
九
年
に
は
内
国
勧
業
博
覧
会
御
用
掛
兼
任
。

　
同
年
、
工
部
省
工
学
寮
中
に
伊
藤
博
文
、
山
尾
庸
三
、
大
鳥
の
尽
力
に
よ
り
美
術
学

校
が
設
立
さ
れ
た
。
翌
一
〇
年
に
は
工
部
美
術
学
校
と
な
り
、
初
代
校
長
に
は
大
鳥
が

就
任
し
た
。
こ
の
年
の
工
部
美
術
学
校
学
生
は
三
九
名
。
蕃
所
調
所
画
学
出
役
で
あ
っ

た
川
上
冬
崖
の
日
本
画
塾
か
ら
生
徒
が
入
学
し
て
い
る
ほ
か
、
川
路
聖
護
の
息
子
新
吉

郎
や
、
大
鳥
の
娘
ひ
な
な
ど
も
入
学
し
て
い
る
。
さ
ら
に
工
学
寮
が
工
部
大
学
校
と
な

り
、
大
鳥
は
明
治
一
五
年
校
長
に
任
命
さ
れ
る
。
こ
の
年
荒
井
郁
之
助
、
工
部
大
学
校

卒
業
生
高
峰
譲
吉
達
と
［
工
業
新
報
］
を
発
刊
す
る
。

　
明
治
一
四
年
工
部
技
監
に
昇
進
。
東
京
学
士
会
院
会
員
。
明
治
一
五
年
に
は
日
本
初

の
ダ
ム
建
築
技
術
書
［
堰
堤
築
法
新
按
］
を
翻
訳
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
間
明
治
＝

年
に
妻
み
ち
が
三
九
歳
で
死
去
し
た
た
め
、
明
治
一
四
年
に
は
青
山
墓
地
を
購
入
し
た
。

［
青
山
墓
地
券
（
二
〇
坪
・
地
価
金
四
〇
円
）
〕

　
明
治
一
六
年
工
部
美
術
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
同
一
八
年
内
閣
制
度
発
足
に
伴

い
、
工
部
省
が
廃
さ
れ
、
工
部
大
学
校
は
文
部
省
下
の
帝
国
大
学
工
科
大
学
と
な
っ
た
。

大
鳥
は
同
一
九
年
、
第
三
代
学
習
院
長
へ
と
転
任
す
る
。
学
習
院
は
同
一
〇
年
に
華
族

子
女
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
神
田
錦
町
に
お
い
て
創
立
し
た
が
、
校
舎
を
火
事
で

焼
失
し
移
転
先
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
大
鳥
の
院
長
就
任
に
伴
い
、
大

鳥
の
尽
力
に
よ
り
工
部
大
学
校
跡
地
へ
の
校
舎
移
転
が
な
さ
れ
る
。
同
二
〇
年
華
族
女

学
校
長
兼
任
と
な
る
が
、
翌
年
七
月
一
三
日
学
習
院
長
兼
華
族
女
学
校
長
を
辞
任
。
辞

任
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
間
同
二
一
年
三
月
二
九
日
～
同
二
二
年
二
月
一
日

に
東
北
・
茨
城
な
ど
旅
行
し
た
記
録
［
（
東
北
・
茨
城
旅
行
記
録
）
］
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
二
二
年
六
月
三
日
に
駐
清
国
特
命
全
権
公
使
に
任
命
さ
れ
、
一
一
月
に
着
任
。

こ
の
と
き
に
万
里
の
長
城
を
見
聞
し
て
お
り
、
そ
の
際
の
記
録
が
［
長
城
游
記
（
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
、
原
蔵
国
会

図
書
館
）
］
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
清

国
着
任
ま
で
の
問
に
北
海
道
へ
旅
行
し

［（

k
海
道
旅
行
記
録
、
七
月
一
四
日
～

八
月
二
日
）
］
を
残
し
て
い
る
。

　
［
蔵
輝
論
］
は
明
治
二
四
年
八
月
一
三
日

付
け
で
「
日
本
国
駐
清
公
使
館
用
箋
」
に

記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
五
年
五
月
の
［
第

四
呂
宋
島
紀
事
］
と
共
に
国
会
図
書
館
蔵

で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
明
治
二
六
年
朝
鮮
公
使
を
兼
任
し
、
翌

二
七
年
六
月
に
は
朝
鮮
へ
赴
任
。
日
清
戦
争

開
戦
直
前
、
東
学
党
の
乱
時
に
は
外
務
省

の
命
に
よ
り
日
本
へ
帰
国
し
て
い
た
が
、
代

理
公
使
杉
村
溶
よ
り
、
鎮
圧
の
た
め
に
朝

鮮
政
府
が
清
国
に
挙
兵
を
依
頼
し
た
、
と

の
打
電
を
受
け
、
兵
を
連
れ
京
城
へ
入
城
し
、

［日清韓談判之図］
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［晩年の大鳥圭介写真］

　
明
治
三
三
年
五
月
九
日
、
多
年
の
功
に
よ
り
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。

の
経
緯
に
つ
い
て
は
岩
壁
義
光
氏
に
よ
る
「
旧
幕
臣
系
男
爵
の
授
爵
に
つ
い
て
1
宮
内

公
文
書
館
所
蔵
「
授
爵
録
」
の
分
析
を
通
じ
て
ー
」
四
五
頁
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
明
治
三
四
年
に
は
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
総
長
に
任
じ
ら
れ
る
。
大
鳥
は
明
治

一
〇
年
の
第
一
回
内
国
産
業
博
覧
会
御
用
係
、
第
二
回
内
国
産
業
博
覧
会
御
用
係
審
査
係

長
も
務
め
て
お
り
、
産
業
技
術
の
躍
進
の
た
め
の
仕
事
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
朝
鮮
公
使
解
任
以
降
は
時
間
的
な
余
裕
が
出
来
た
の
か
（
明
治
二
八
年
に
は
国
府
津

別
荘
を
入
手
し
主
に
そ
こ
に
居
住
）
、
そ
の
期
間
の
み
史
料
が
残
存
し
た
の
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、
明
治
二
九
年
か
ら
四
二
年
ま
で
の
［
書
簡
］
、
明
治
三
二
年
か
ら
明
治

四
三
年
ま
で
の
［
日
記
］
が
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
二
九
年
か
ら
三
三
年
ま
で
の
長
男

富
士
太
郎
に
宛
て
た
書
簡
は
、
従
前
一
部
を
『
上
郡
の
古
文
書
　
大
鳥
圭
介
書
簡
集
』

に
掲
載
し
た
が
、
今
回
の
翻
刻
は
未
公
表
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
（
「
大
鳥
圭
介
書

翻
そ
の
一
」
参
照
）
。
さ
ら
に
日
記
で
は
、
晩
年
の
大
鳥
圭
介
の
様
子
が
窺
え
る
。

　
明
治
四
四
年
、
食
道
癌
の
た
め
神
奈
川
県
国
府
津
の
別
荘
に
お
い
て
死
去
。
享
年

七
八
。
そ
の
［
葬
儀
写
真
ア
ル
バ
ム
］
が
残
さ
れ
て
お
り
『
幕
末
・
明
治
の
古
写
真
』

中
に
「
男
爵
大
鳥
圭
介
史
料
（
大
鳥
圭
介
葬
儀
写
真
）
」
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。

大
鳥
圭
介
関
連
史
料
の
所
在
に
つ
い
て

そ
の
後
の
処
理
に
あ
た
る
。
［
日

清
韓
談
判
之
図
］
に
は
、
大

鳥
公
使
と
大
島
義
昌
少
将
の

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
八
月
一

日
に
日
清
戦
争
開
戦
、
そ
の

後
一
〇
月
一
一
日
、
公
使
解
任
。

帰
国
後
の
同
年
一
一
月
一
〇
日

枢
密
顧
問
官
に
転
じ
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
男
爵
叙
爵

な
ど
数
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
上
郡
の
古
文
書
　
大
鳥
圭
介
書
簡
集
』
（
平
成
一
〇

年
上
郡
町
史
編
纂
室
）
に
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
と
当
館
史
料
の
他
、
個
人
蔵
の

書
簡
四
五
通
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
書
簡
は
福
本
龍
氏
寄
贈

の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
鳥
圭
介
の
生
誕
地
に
あ
る
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
の
い
き

い
き
交
流
ふ
れ
あ
い
館
に
も
掛
軸
な
ど
数
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
大
鳥
圭
介
及
び
長
男
富
士
太
郎
の
蔵
書
は
、
天
理
図
書
館
に
昭
和
四
年
収
集
の
「
大

鳥
文
庫
」
約
二
五
〇
冊
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
『
天
理
図
書
館
四
〇
年
史
』
昭
和

五
〇
年
　
天
理
図
書
館
）
。
さ
ら
に
台
湾
大
学
に
も
大
鳥
圭
介
、
富
士
太
郎
旧
蔵
の
図

書
八
〇
九
種
一
＝
二
〇
冊
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
『
國
立
憂
濁
大
學
圖
書
館
館
藏
大
鳥

文
庫
目
録
／
憂
濁
大
學
特
藏
文
庫
目
録
』
二
〇
〇
七
年
　
國
立
憂
湾
大
學
圖
書
館
）
。

こ
れ
は
昭
和
四
年
に
当
時
の
台
北
帝
国
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
鳥
圭
介
の

長
男
富
士
太
郎
は
外
交
官
と
し
て
一
時
期
台
湾
総
督
府
に
勤
務
し
て
お
り
、
ま
た
二
男

次
郎
は
台
湾
総
督
府
医
学
専
門
学
校
教
授
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
他
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
当
館
発
行
の
『
旧
華
族
家
史
料
所
在
調
査
報
告

書
』
で
は
大
鳥
圭
介
関
係
資
料
の
所
在
情
報
と
し
て
、
市
立
函
館
図
書
館
に
書
簡
・
書

籍
な
ど
八
点
、
市
立
函
館
博
物
館
五
稜
郭
分
館
に
掛
軸
等
六
点
、
東
京
都
立
中
央
図
書

館
に
書
簡
二
通
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
維
新
史
料
中
に
書
簡
二
通
の
所
在
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
学
習
院
大
学
図
書
館
に
も
大
鳥
の
著
作
が
三
冊
所
在
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
○
℃
＞
O
検
索
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
他
家
史
料
中
に
も
大
鳥
圭
介
関
係
史
料
の
所
在
が
確
認
で
き
る
。
『
吉
田
清
成
関
係

文
書
』
書
翰
編
（
京
都
大
学
史
料
叢
書
一
〇
　
平
成
五
年
京
都
大
学
）
に
は
大
鳥
圭
介

か
ら
吉
田
清
成
に
宛
て
た
書
簡
三
三
通
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
黒
田
清
隆
関
係
文
書
』

〈
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
所
蔵
〉
（
一
九
九
三
年
　
北
泉
社
）
中
に
は
明

治
二
八
年
大
鳥
圭
介
差
出
書
簡
が
一
通
、
な
ど
が
あ
る
。

　
国
書
総
目
録
で
は
「
地
球
儀
用
法
」
「
築
城
典
刑
」
「
日
本
小
史
」
「
砲
科
新
論
」
「
歩

兵
操
法
」
「
歩
兵
練
法
」
「
野
戦
用
務
」
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
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大
鳥
圭
介
の
関
連
史
料
は
大
き
な
群
と
し
て
は
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に

「
大
鳥
圭
介
関
係
文
書
」
一
二
点
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
に
書
簡
＝
○
通
と
掛
軸


